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《初議会特別号》

●第2回臨時会

(S)U3丞,ぷ

(初議会)

　議会の構成

●議長あいさつ

●議員の紹介と抱負

初議会後に役場前にて
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3月23日

4月　１日

　　　６日

　　14日

　　17日

　　23日

５月１日

議会の主なうごき
（平成27年3月議会定例会終了後から平成27年５月議会臨時会まで）

全員協議会（全議員）

広報特別委員会（各委員）

占冠村小規模多機能居宅介護施設とま～る開所式（各議員）

村内各小中学校入学式（各議員）

広報特別委員会（各委員）

広報特別委員会（各委員）

ふらの農業協同組合第14回通常総代会（富良野市・議長）

清流大学入学式（各議員）

新任議員研修（新任議員）

全員協議会（全議員）

　（富良野広域連合議会関係）

3月24日　富良野広域連合議会運営委員会（富良野市・各委員）
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第
２
回
臨
時

弗こて檀あ

心

･Ｚｉ

　
統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議
会
と
し
て
平
成
2
7
年
第
２
回
臨
時
会
が
召

集
さ
れ
、
５
月
８
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
・

副
議
長
の
選
挙
、
議
席
の
指
定
、
各
委
員
の
選
任
、
広
域
連
合
議
会
議

員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
占
冠
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。
　
　
　
（
傍
聴
　
８
日
　
Ｏ
人
）

〈
議
会
の
構
成
〉

●
議
　
長
　
相

川

繁
　
治

●
副
議
長

工
　
藤
　
國
　
忠

●
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
五
十
嵐

　
副
委
員
長
　
大
　
谷

　
委
　
員
　
長
谷
川

●
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
佐
野

　
副
委
員
長
　
長
谷
川

　
委
　
員
　
　
工
　
藤

　
委
　
員
　
木
　
村

　
委
　
員
　
大
　
谷

　
委
　
員
　
山
　
本

　
委
　
員
　
五
十
嵐

＠
９
＠
＠
メ
巻

○
議
長
・
副
議
長
選
挙

　
公
職
選
挙
法
、
会
議
規
則
に
基
づ

い
て
投
票
を
行
い
議
長
と
副
議
長

を
決
定
す
る
。

正

雄

一
冗

江

歌

聴

一

紀

歌

聴

国

史

一

俊

一
元

江

敬

介

正

雄

●
富
良
野
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
國

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
敬

忠介

佐

野

一

紀

●
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
敬
　
介

゛万
考

匹
／
Ｌ
‘

　
議
長
選
挙
の
結
果
、
不
肖
、
私
が

歴
史
あ
る
占
冠
村
の
議
会
議
長
に
当

選
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
本
当
に

感
激
に
絶
え
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
占
冠
村
に
と
っ
て
、
人
口
減
少
、

子
育
て
支
援
、
森
林
資
源
の
利
活
用

の
た
め
の
製
材
工
場
誘
致
や
農
業
・

観
光
の
連
携
を
図
っ
た
新
た
な
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
充
等
、
自
主
財
源
の

確
保
な
ど
、
常
に
財
政
の
安
定
化
が

課
題
と
な
る
中
、
ト
マ
ム
リ
ソ
ー
ト

の
所
有
権
の
点
に
つ
い
て
も
、
大
き

な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
と
も

に
、
双
方
の
話
し
合
い
に
よ
る
一
日

も
早
い
解
決
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
重
大
な
問
題
が
山
積

す
る
今
、
議
長
と
い
う
重
責
を
果
た

す
こ
と
は
、
到
底
一
人
で
は
で
き
る

こ
と
で
は
な
く
、
議
員
各
位
の
絶
大

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
得
ま
し

て
、
最
善
を
尽
く
し
努
力
い
た
す
な

○
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
に
関
し
て
調
査
、
審

査
を
行
う
。
（
議
案
や
意
見
書
、
一

般
質
問
な
ど
）
占
冠
で
は
３
人
。

○
常
任
委
員
会

　
占
冠
で
は
総
務
産
業
常
任
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
議
長
を
除
く
全
議

員
で
構
成
さ
れ
る
。
村
の
事
務
事

業
の
調
査
や
先
進
地
等
の
調
査
研

究
を
行
う
。

○
富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
沿
線
５
市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ
た

議
員
で
構
成
さ
れ
る
議
会
。
消
防
・

串
内
草
地
・
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
・

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
案
件
が
議

論
さ
れ
る
。

○
監
査
委
員

　
村
の
行
財
政
に
お
い
て
チ
ェ
ッ
ク

し
、
指
摘
だ
け
で
な
く
指
導
を
行

う
。
監
査
上
知
り
得
た
こ
と
を
漏

ら
し
て
は
い
け
な
い
守
秘
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
。　

治
長
繁
議
川
　
相

当選回数：７回

職業：無職

年齢:77歳

住所：中央

ら
ば
、
必
ず
や
こ
の
重
責
を
全
う
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
、
か
よ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
占
冠
村
は
交
通
の
要
所
と
し
て
道

の
駅
、
高
速
道
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
な
ど
、
そ
の
利
用
客
も
年
々
多
く

な
り
、
占
冠
に
住
み
た
い
方
も
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
議
会
は

指
摘
・
追
及
は
も
と
よ
り
、
こ
う
し

た
対
応
を
、
議
会
と
し
て
先
取
り

し
、
村
の
後
押
し
で
き
る
体
制
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
諸
問
題
の
解
決
に
は
、
議

会
の
政
治
力
の
結
集
が
必
要
不
可
欠

と
考
え
ま
す
。
私
は
議
会
運
営
に
対

し
、
常
に
誠
意
を
尽
く
し
、
公
正
を

旨
と
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
を
期

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
一
丸
と
な
っ
て
皆
様
の
期
待

に
応
え
る
よ
う
、
決
意
を
新
た
と

し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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年
齢
Ｉ
7
8
歳
・
当
選
回
数
一
３
回

住
所
∵
’
一
一
ト
マ
ム
・
職
業
一
無
職

　
私
は
村
民
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
を
重
点
目
標
に
移

住
・
定
住
、
新
規
就
農
、
森
林
資
源

の
活
用
、
医
療
・
福
祉
、
学
校
・
社

会
教
育
と
農
業
商
工
観
光
業
な
ど
に

村
民
皆
さ
ん
の
声
に
、
最
善
の
努
力

い
た
し
ま
す
。

　　　　２

木村一俊

年
齢
Ｉ
6
7
歳
・
当
選
回
数
一
２
回

住
所
一
中
央
・
職
業
一
歯
科
医
師

　
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
の
機

能
を
卜
分
に
果
た
し
、
住
民
が
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
村

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

ji
　　　　３

大谷元江

年
齢
Ｉ
6
2
歳
・
当
選
回
数
７
‐
回

住
所
一
占
冠
・
職
業
一
無
職

　
社
会
福
祉
の
更
な
る
充
実
と
子
育

て
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
等
、
女
性

の
声
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

聴耽

　　　　　４

長谷川

年
齢
Ｉ
7
9
歳
・
当
選
回
数
一
４
回

住
所
一
中
央
・
職
業
一
会
社
役
員

　
私
の
村
づ
く
り
に
対
す
る
考
え

第
一
に
人
口
流
出
の
歯
医
め
策

第
一
．
に
議
会
本
来
の
役
割
、
行
政
の

見
張
り
番

第
三
に
地
域
の
声
を
聞
き
、
と
も
に

作
る
村
づ
く
り

　　　　５

山本敬介

年
齢
Ｉ
4
8
歳
・
当
選
回
数
一
２
回

住
所
一
占
冠
・
職
業
一
自
営
業

　
２
期
目
は
、
集
落
対
策
が
雇
用
、

移
住
・
定
住
に
繋
が
り
、
具
体
的
な

成
果
が
見
え
る
活
動
を
目
指
し
た
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
、
小
水
力
発
電
な
ど
、
原
発
に

頼
ら
な
い
地
域
の
電
力
自
給
を
目
指

し
ま
す
。

　　　　６

五十嵐正雄

年
齢
Ｉ
6
8
歳
・
当
選
回
数
一
２
回

住
所
一
中
央
・
職
業
一
無
職

　
私
は
「
憲
法
を
く
ら
し
と
自
治
に

生
か
そ
う
」
を
基
本
理
念
に
公
約
の

実
現
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

や

‘
７

紀-野佐

年
齢
Ｉ
7
2
歳
・
当
選
回
数
一
２
回

住
所
一
中
央
・
職
業
一
無
職

　
　
「
何
の
た
め
に
、
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」
を
白
身
に
問
い

続
け
な
が
ら
、
山
積
す
る
課
題
に
真

摯
に
向
き
合
い
、
住
民
の
意
見
を
最

大
限
尊
重
し
、
議
会
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
努
め
ま
す
。
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Ｉ
Ｉ
一

４
月
3
0
日
に
当
選
証
書
が

　
　
　
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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